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多彩なライフスタイルを描くまち 真庭�
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真庭市制施行��周年記念式典で開かれた市民コ
ンサート。「～真庭ライフスタイルへセイル・
オフ～」と題し、市民で編成する合唱団と管弦
楽団が、真庭市の船出を祝う歌と演奏を披露し
ました。（�～�ページに写真特集）

主
な
記
事

�市制施行��周年記念式典　Ｐ��～
�市政トピックス　　　　　Ｐ��～
�お知らせワイド版　　　　Ｐ��～
�真庭が好きっ読者の広場　Ｐ��～
�研鑽に栄誉　　　　　　　Ｐ��～
�ぐるっと真庭まちの話題　Ｐ��～
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�
月　

日
、
真
庭
市
制
施
行　

周

��

��

年
記
念
式
典
が
久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
行
政
関
係
者
や

市
民
ら
約
�
�
�
人
が
参
加
。
市
内

高
校
生
に
よ
る
市
民
憲
章
朗
読
、
市

政
に
功
労
が
あ
っ
た　

個
人
・
団
体

��

へ
の
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
後
半
は

市
民
で
作
る
コ
ン
サ
ー
ト
形
式
で
、

こ
の
日
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
祝
祭

合
唱
団
と
祝
祭
管
弦
楽
団
が
、　

周
��

年
を
記
念
し
て
作
曲
さ
れ
た
「 
水  
 々

み 

ず

集
う
」
と
「
ま
に
わ
の
る
ら
ら
」
を

初
披
露
し
ま
し
た
。式
典
の
最
後
は
、

来
場
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
歌

い
閉
幕
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に

は　

周
年
記
念
版
ま
に
ぞ
う
の
原
画

��
展
示
や
市
民
か
ら
応
募
さ
れ
た
真
庭

の
「
人
」
展
が
来
場
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

オープニングで真庭の映像に合
わせ演奏するＡＫＩＫＯ（真庭市在
住）さんと多久さん

������

　��������	
�����
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　　作曲・フルート：ＡＫＩＫＯ
　　ピアノ　　　    ：多久雅三

�������
　［祝祭合唱団］

���������
���������	
�

　［祝祭管弦楽団］

��������
���������

　［祝祭管弦楽団と祝祭合唱団］

���������	



　［全体合唱］

　　 �������

①主催者あいさつで「これまでの既
成概念を乗り越え、挑戦する自治体
だけが生き残れる。大合併の成果を
発揮できるよう市民とともに歩みた
い」と述べる太田市長②10周年記念
版まにぞうの原画を見る来場者③真
庭の「人」展で知り合いを探す来場者

�

真庭市制施行真庭市制施行����周年記念式典周年記念式典

����������	
���������	
��

祝祭合唱団と祝祭管弦楽団が節目を記念して作曲された曲を披露
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祝祭管弦楽団による迫力のある演奏

会場に響き渡る歌声の祝祭合唱団

��

　市政に功労のあった個人、団体
の皆さんに対して表彰状、感謝状
が渡されました。真庭市誕生以来�
年間真庭市長を務められた井手紘
一郎氏が自治功労表彰を受けられ
たほか、��人（団体）に表彰状が、�
人（団体）に感謝状が贈呈されまし
た。（敬称略・順不同）

��������
井手紘一郎

������
木質資源安定供給協議会
真庭バイオマス発電（株）
石賀　久
（株）トンボ
ＮＰＯ法人勝山・町並み委員会
國本敏雄
寺坂昌三
高月国光
矢吹良文
高本敦基
安東彩羽
森田岳人
森田大地
行部仁香乃
大倉僚介
築澤咲音
田中来菜実
樋口重敏
原田喜市

�����
杉山元巳
金田達三
田中直子
藻谷浩介
井上恭介
夜久恭裕
（一社）真庭市医師会
（一社）真庭歯科医師会

���������

������

　有平英樹（真庭高校）

　笹尾陽香（勝山高校）

　宮本直樹（真庭高校）

　大森早葵（勝山高校）

　梶岡陽菜（真庭高校）

　磯田光希（勝山高校）

　林　優花（真庭高校）

　小河原颯馬（真庭高校）

真庭高校と勝山高校の生徒が、
市民憲章を順番に朗読
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少
子
高
齢
化
と
あ
ら
ゆ
る
面
で

の
格
差
が
わ
が
国
の
重
要
な
問
題

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応

す
る
処
方
箋
の
一
つ
が
、「
地
方
創

生
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

真
庭
市
で
は
、
こ
の
問
題
意
識
を

持
っ
て
、
既
に
一
昨
年
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

し
た
。
第
�
次
真
庭
市
総
合
計
画

の
前
倒
し
策
定
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
導
入
、
交
流
定
住
セ
ン
タ

ー
の
設
置
、
地
域
活
性
化
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
の
取
り
組
み
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
が
、
改
正
地
域
再
生
法
に
よ

る
「
地
域
再
生
計
画
」の
第
一
号
認

定
や
、政
府
の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
」
関
連
補
正
予
算
へ
の
迅
速

な
対
応
へ
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
地
方
創
生
の
動
き

を
先
取
り
す
る
対
応
が
で
き
て
い

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
総
合
計
画
が
�
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

今
と
将
来
に
向
け
て
「
や
る
べ
き

こ
と
」「
で
き
る
こ
と
」
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
た

め
の
「
道
し
る
べ
」
で
す
。

　

こ
れ
に
基
づ
い
て
個
別
計
画
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
が
、
急
を
要

す
る
も
の
は
計
画
策
定
を
待
つ
こ

と
な
く
適
宜
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
は

当
然
人
口
で
す
。
こ
れ
か
ら
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、

年
齢
構
成
が
大
き
く
変
化
し
ま
す

が
、
減
少
を
少
し
で
も
緩
や
か
に

し
、
な
る
べ
く
早
く
年
齢
構
成
を

安
定
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
口
の
社
会
増

（
転
入
超
過
）
に
果
敢
に
挑
戦
し
、

自
然
減
を
減
少
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
安
心
し
て
子
育
て
や
教
育

が
で
き
る
環
境
の
整
備
、
経
済
活

動
の
維
持
発
展
、
社
会
保
障
の
安

定
な
ど
を
図
る
こ
と
が
、
将
来
の

行
政
経
営
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

で
す
。
真
庭
市
で
は
、　

年
後
の

��

�
�
�
�
年
に
総
人
口
を
�
万
�

千
人
と
す
る
目
標
値
を
設
定
し
、

全
て
の
施
策
を
こ
の
目
標
に
結
び

付
け
て
い
き
ま
す
。
こ
の
厳
し
い

目
標
は
行
政
だ
け
で
達
成
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
市
民
全
体
の
行

動
や
市
民
運
動
と
の
連
携
が
不
可

欠
で
す
。

　

平
成　

年
�
月
第
�
回
真
庭
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
太
田
昇
市

��

長
が
所
信
表
明
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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安倍首相から認定証を受け取る太田市長

新総合計画を推進し、地方創生に意欲的に取 り 組む
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い
て
も
市
役
所
と
市
民
が
対
等
な

立
場
で
議
論
し
、
意
見
を
交
換
し

合
う
『
市
民
会
議
』
を
立
ち
上
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
会

議
は
、「
産
官
学
金
労
言
（
※
）
」
と

「
一
般
公
募
」
に
よ
り
構
成
し
、
政

策
提
言
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
戦
略
策
定
後
も
、
地
方
創
生

事
業
の
推
進
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
普
遍
的
な
基
本
条
件
が
あ
る

こ
と
を
歴
史
か
ら
学
ば
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
つ
は
、
地

域
経
済
の
活
性
化
で
あ
り
、
二
つ

目
は
、
次
代
を
担
う
人
材
養
成
と

若
者
の
活
躍
で
す
。
そ
し
て
三
つ

目
が
、
行
政
推
進
体
制
が
質
実
剛

健
か
つ
健
全
財
政
で
あ
る
こ
と
で

す
。
こ
の
視
点
に
立
ち
、
時
代
の

動
向
を
見
据
え
な
が
ら
大
胆
か
つ

緻
密
に
「
カ
イ
カ
ク
・
カ
イ
ゼ
ン
」

を
進
め
、
地
方
創
生
の
総
合
戦
略

を
作
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
目

指
す
の
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
将

来
へ
の
希
望
に
溢
れ
、
今
を
生
き

る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
真
庭
市

に
住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
。
人
や
企
業

を
引
き
つ
け
る
魅
力
あ
る
真
庭
づ

く
り
を
進
め
、「
真
庭
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
・
真
庭
市
の
豊
か
さ
」
を
実

現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

異
業
種
交
流
事
業
（
北
房
）
な
ど

で
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
・
教
育

分
野
で
は
、
本
の
香
り
が
す
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
、
都
市
づ
く
り
分

野
で
は
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

再
編
検
討
事
業
な
ど
を
展
開
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

市
内
消
費
を
刺
激
す
る
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
、
ひ
と
り
親
世
帯

の
生
活
支
援
と
し
て
子
育
て
世
帯

応
援
事
業
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

新
総
合
計
画
策
定
の
過
程
で
、

「
も
の
が
た
り
会
議
」が
政
策
提
言

「
山
中
八
咲
」を
と
り
ま
と
め
る
な

ど
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
教
訓
と
し
て
、
戦
略
策
定
に
お

　

地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
�
年
間
で
実
施
す

る
施
策
を
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
と
し
て
ま
と

め
ま
す
。
真
庭
市
が
持
続
可
能
な

地
方
都
市
と
し
て
生
き
残
る
た
め

に
、
市
民
と
行
政
が
将
来
を
見
据

え
た
議
論
を
行
い
、
市
民
参
加
に

よ
る
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
考
え

で
す
。
こ
の
戦
略
を
、
新
総
合
計

画
の
実
施
計
画
と
位
置
付
け
て
、

具
体
的
な
施
策
や
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
雇
用
創
出
分
野

で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
普
及
推
進
や
真
庭

産
材
の
安
定
供
給
の
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む
「
木

を
使
い
切
る
真
庭
」
創
造
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
真
庭
市
を
林
業
経

営
の
さ
ら
な
る
先
進
地
に
す
る
た

め
、
林
業
特
区
も
視
野
に
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
交
流
・
定
住
分
野
で
は
、
�

月
か
ら
各
地
域
の
市
民
が
推
進
の

主
役
と
な
っ
た
地
域
活
性
化
事
業

を
中
心
に
展
開
し
ま
す
。
中
世
式

内
八
社
の
歴
史
を
つ
な
ぐ
事
業

（
湯
原
）、
香
杏
館
を
活
用
し
た
交

流
定
住
拠
点
創
出
事
業
（
美
甘
）、

�月に完成したＣ Ｌ Ｔ春日住宅

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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キ
ー
ワ
ー
ド

※産官学金労言とは
産業界（産） 、行政（官）、教育機関（学）、金融機
関（金）、労働団体（労）、マスコミ（言）の各界が
協力して物事を進めていくという視点
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�
月　

日
、
真
庭
市
消
防
初
出
式
が
白
梅
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
消

��

防
職
・
団
員
な
ど
約
千
人
が
出
席
。
団
長
訓
辞
な
ど
が
行
わ
れ
、
士
気
を
高
め
ま
し

た
。
ま
た
、
長
年
消
防
活
動
に
尽
力
し
た
団
員
ら
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
掲
載
は
、

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰
功
労
章
以
上
で
す
。（
敬
称
略
）

地
域
防
災
へ 
の
決
意
新
た
に

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

全��分団���部　全団員数�����人（平成��年�月�日現在）

副団長 団長

��������

方面隊長

�月�日付けで異

動がありました。

方面隊長以上の幹

部を紹介します。

���
�����

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

　

○
永
年
勤
続
功
労
章

　

山
下　

豊（
北
房
）　
　

二
宗　

朗（
久
世
）　
　

三
谷
正
彦（
蒜
山
）

　

石
田
秀
章（
蒜
山
）　
　

森
岡
久
豊（
消
防
本
部
）

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

　

○
功
績
章

　

沼
田
泰
郎（
北
房
）　
　

井
原　

勉（
勝
山
）　
　

森
岡
久
豊（
消
防
本
部
）

　

○
精
績
章

　

矢
萩
政
明（
北
房
）　
　

田
口　

泉（
久
世
）　
　

落
合
淳
一（
勝
山
）

　

横
山
建
樹（
美
甘
）　
　

山
谷
弘
通（
湯
原
）　
　

森
木　

茂（
消
防
本
部
）

　

○
勤
続
章

　

山　

員
章（
落
合
）　
　

庄
司　

興（
久
世
）　
　

山
野
和
美（
久
世
）

　

岡
�
隆
男（
久
世
）　
　

岡
本
訓
明（
久
世
）　
　

牧　

伸
市（
久
世
）

　

中
山
典
彦（
久
世
）　
　

落
合
淳
一（
勝
山
）　
　

梶
岡
泰
士（
勝
山
）

　

舩
津
圭
祐（
勝
山
）　
　

家
元
章
雄（
勝
山
）　
　

小
野
田
好
登（
美
甘
）

　

大
塚
京
司（
美
甘
）　
　

酒
井
祐
治（
美
甘
）　
　

松
尾
広
昭（
美
甘
）

　

峪
田
延
洋（
美
甘
）　
　

河
島
賢
治（
湯
原
）　
　

上
本
隆
道（
湯
原
）

　

小
芦
康
生（
蒜
山
）　
　

延
本
貞
明（
蒜
山
）　
　

中
村
義
彦（
蒜
山
）

　

石
賀
茂
夫（
蒜
山
）　
　

大
美　

勝（
消
防
本
部
）

【
岡
山
県
知
事
表
彰
】

　

○
永
年
勤
続
功
労
章

　

柿
本　

剛（
北
房
）　
　

矢
萩
政
明（
北
房
）　
　

武
村
一
夫（
落
合
）

　

落
合
淳
一（
勝
山
）　
　

植
田
邦
男（
勝
山
）　
　

横
山
建
樹（
美
甘
）

　

坂
本
浩
利（
美
甘
）　
　

美
甘
伸
一（
湯
原
）　
　

谷　

弘
友（
蒜
山
）

　

森
木　

茂（
消
防
本
部
）

　

○
優
良
消
防
団
員
章

　

三
輪
忠
男（
北
房
）　
　

阿
部
信
吾（
落
合
）　
　

池
本
博
則（
久
世
）

　

中
島
俊
明（
勝
山
）　
　

柴
田
英
男（
美
甘
）　
　

土
肥
卓
史（
蒜
山
）　

【
岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

　

○
功
労
章

　

大
橋
勝
彦（
北
房
）　
　

瀬
島
宏
基（
落
合
）　
　

曽
利
玄
義（
落
合
）

　

山
根
三
治（
久
世
）　
　

加
藤
勧
次（
久
世
）　
　

神
庭
伊
三
夫（
勝
山
）

　

木
村
尚
司（
美
甘
）　
　

伴
野　

充（
湯
原
）　
　

三
谷
正
彦（
蒜
山
）

　

半
田　

伝（
消
防
本
部
）

※（　

）内
は
所
属

�
�
�
�
�
�

����� �����

蒜山方面隊

����

�分団��部
（���人）

湯原方面隊

����

�分団��部
（���人）

美甘方面隊

����

�分団�部
（���人）

勝山方面隊

����

�分団��部
（���人）

久世方面隊

����

�分団��部
（���人）

落合方面隊

����

�分団��部
（���人）

北房方面隊

����

�分団��部
（���人）
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真
庭
市
消
費
者
行
政
基
本
方
針
策
定

安
全
安
心
の
確
保
を
目
指
す

　

�
月　

日
、
市
民
の
消
費
生
活
の
安
定

��

と
向
上
の
た
め
、
岡
山
県
内
の
市
町
村
で

初
め
て
と
な
る
消
費
者
行
政
基
本
方
針
を

策
定
し
、
川
元
生
活
環
境
部
長
が
記
者
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
基
本
方
針
で
は
、
①

消
費
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
②
消
費

者
被
害
等
の
未
然
防
止
・
救
済
③
自
立
し

た
消
費
者
育
成
の
た
め
の
消
費
者
教
育
の

推
進
④
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

へ
の
対
応
の
�
つ
を
定
め
、
消
費
者
が
安

心
で
豊
か
な
消
費
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
真
庭
市
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

記者発表を行う川元生活環境部長（左）

市政に関する動きの一部を紹介します

夢はぐくみプロジェクト
講演会が勝山文化センタ
ーで開かれました。小惑
星探査機はやぶさの元プ
ロジェクトマネージャ
ー・川口淳一郎氏が、市内
の中学�年生らに創造や
挑戦することの大切さを
語りました。

������創造する力を育んで

銘建工業株式会社の真庭
産業団地への新工場建設
が決定し、同社と岡山県、
真庭市による立地協定式
が本庁舎で行われまし
た。ＣＬＴ製造を目的とし
た工場の建設は国内初
で、来年�月からの操業
を計画しています。

������国内初の�����工場を建設

�
������

こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

慈愛の巨人「江草先生」逝去
　重症心身障がい児の療育から幅広く福祉事業を
先駆的に行ってきた旭川荘。その創立��周年記念
事業としてのオペラが、瀧井敬子総監督の下、�
月��日に岡山市内で上演されました。舞台の絵画
は障がい児が描き、合唱団は施設の子どもや職員
という、まさに「旭川荘��年の歴史の中での積み
重ね」を物語るものでした。満席の劇場内は、大
きな感動に包まれるとともに、舞台を楽しみにさ
れていた旭川荘の創始者、江草安彦名誉理事長の
突然の逝去（�月��日）に対する哀悼と感謝に溢
れました。
　私は、江草先生の遺影が置かれた隣席で、短期
間であったものの、先生とのご交誼を思い浮かべ
ながら観劇しました。数カ月前、先生と食事をい
ただきながら約束したことをぜひ実現させると、
心密かに願いつつ。
　「真庭は私の出発点」と言われた江草先生は真庭
の恩人！先生、安らかにお眠りください。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
全
国
サ
ミ
ッ
ト

全
国
各
地
か
ら
協
力
隊
が
集
う

トークと歌で盛り上がった会場のステージ

　

六
本
木
ヒ
ル
ズ
（
東
京
都
）
で
�
月
�

日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
全
国
サ
ミ
ッ
ト

（
総
務
省
主
催
）が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
真
庭
市
か
ら
も
協
力
隊
や
太
田
市
長

ら
が
参
加
し
、
会
場
で
展
示
や
チ
ラ
シ
配

り
で
Ｐ
Ｒ
。
会
場
ス
テ
ー
ジ
で
は
協
力
隊

に
よ
る
活
動
報
告
や「
ま
に
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

の
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
配
膳
ボ
ー
イ
ズ
」
が

テ
ー
マ
曲
「
あ
な
た
に
よ
そ
い
た
く
て
」

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
当
地
グ
ル

メ
の
ひ
る
ぜ
ん
焼
そ
ば
も
振
る
舞
わ
れ
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。



継続�

他社と連携して！�産業連携支援事業�

※市外との連携の場合補助率は1/2

補助率 ２／３以内�上限額 １００万円�

継続�

２社以上の事業所や団体が連携
した、新製品・技術開発や農商工
連携、異業種分野への新規参入
といった取り組みに必要な経費
の一部を補助します。�
■対象となる取り組み�　①新商品の開発�　②地産地消の拡大�　③農林産品の付加価値拡大�　④異業種分野への新規参入�　⑤地域団体と連携した地域�　　課題解決事業　など�

【
募 
集 
】

Maniwa ��

　

真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

真
庭
市
と
真
庭
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
ま
に
わ
、

Ｊ
Ａ
び
ほ
く
の
�
者
で
構
成
す
る
組
織
で

す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
産
業
支
援
機
関
と

し
て
各
種
支
援
制
度
の
紹
介
や
セ
ミ
ナ
ー

の
実
施
、
企
業
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
経
営
上
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
独
自
の
支
援
事

業
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
市
が
実
施
す
る

支
援
事
業
の
窓
口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
か
ら
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
が

��

よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
支
援
事
業

の
内
容
を
充
実
し
ま
し
た
。
新
た
な
事
業

展
開
や
起
業
を
お
考
え
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
募
集
期
間
や
申
請
資
格
な
ど
は

事
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
窓

口
と
な
っ
て
行
う
、
平
成　

年
度
の
産
業

��

（
商
工
業
）支
援
制
度
の
募
集
が
始
ま
り
ま

す
。
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
新

た
な
事
業
展
開
な
ど
を
お
考
え
の
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　サポートセンターの「産業連携支援事業」を活用して、ピザの新
商品開発をしました。もともとピザには力を入れていたんですが、
「地元の素材でもっといいものを」と酒粕を練り込んだピザの商品化
に挑戦しました。試作品を作るのにもお金は掛かるので、経費を支
援していただけるのは助かりましたね。酒粕ピザが完成したのは今
年の１月。お客さんの反応もまずまずです。今回、せっかく新しい
ことにチャレンジできたので、酒粕だけじゃなく、旬の野菜など地
域の素材を使った次の商品もどんどん考えていきたいですね。

ＣＡＦＥ ｂｉｒｄ      （勝山）　オーナー 小林一雅さん
バード

��������	
��
�������

���������  支援事業で新商品開発 ！

■
平
成�

年
度

真
庭
市
の
産
業（
商
工
業
）支
援
制
度
を
紹
介

��

開
発
、 研
究
、 起
業
な
ど

あ
な
た
の
チ
ャ 
レ
ン 
ジ

し
ま 
す 
！

新規�

真庭の資源
を使って！

�

地域資源活
用事業�

補助率 １／
２以内�

上限額   ５
０万円�新規�

岡山県地域
産業資源に

指定され

ている品
目を活用

した新商
品・

サービス
の開発、既

存商品の
販

路開拓に必
要な経費の

一部を補

助します。
�

※岡山県
地域産業

資源のう
ち、

「岡山県全
域」もしく

は「真庭市
」

の資源と
して認定

されてい
る

ものが対
象です。�

詳しくは�

岡山県　地
域産業資源

　　で　検
索�



経営課題に
取り組もう

！�

経営革新応
援事業�

補助率 １／
３以内�

上限額 １０
０万円�

国や県の
認定を受

けた計画
に基

づいて取り
組む、新た

な事業に係

る経費の一
部を支援し

ます。�

新規�新規�

継続�

創業・開業目指して！�起業支援事業�
補助率 １／２以内�上限額 １００万円�

継続�

独創性・発展性をもって市内で
新たに起業する人に対して、事
業所開設など立ち上げ時の経費
を支援します。�

まにわ創業塾（真庭商工会主催）、もしくはプレ・インキュベーションセミナー（県産業振興財団主催）を受講し、市から『特定創業支援事業証明書』が交付された人は、上限額が１５０万円になります。�

まにわ創業塾

���Maniwa

���������  創業塾で起業に挑戦！

　「自分の店を持とう ！ 」と決意したときに、相談に向かったのが真
庭商工会でした。そこで教えていただいた「まにわ創業塾」をすぐ
に受講。講義では専門的な知識や心構えなどを学ぶことができ、ぼ
んやりとしていた目標がはっきりとした起業への道に変わりまし
た。真庭市の「起業支援事業」を活用して平成��年�月に美容室を
オープン。創業塾では、私と同じように起業を目指す人たちとも知
り合うことができ、交流は今も続いています。同じ道、同じ悩みを
共有できる仲間と出会える場としても魅力ですよ。

 Amare   HAI R  P LACE（上水田）　オーナー 吉本明美さん
アマーレ

��������	
��
��
�����

真庭市産業サポートセンター
真庭市鍋屋�（真庭商工会本部内）
℡����-��-����

「チャレンジしたい」 そう思ったら

�����������	
�

　これから創業したい、開業を目指しているという人を対象に
「まにわ創業塾」を開講します。事業を始めるための心構え、ビジネ
スプラン（事業計画）の作成、開業資金融資制度・助成金・創業事例
の紹介など、実際の創業に役立つ内容です。

■日時　�月�日、��日、��日、��日の��時～��時
　　　　午前、午後の部に分けた全�講義
■場所　真庭商工会本部（真庭市鍋屋�）
■定員　��人　※受講無料
■申込期間　�月�日�まで　※定員になり次第締め切り
■申し込み・問い合わせ先　真庭商工会本部　℡����-��-����

�講義のうち�講義以上出席し、経営、財務、人材育成、販路開拓の全ての
分野を履修した人には、真庭市から『特定創業支援事業証明書』が交付され
ます。この証明により、「株式会社設立時の登録免許税軽減」「信用保証枠の
拡大」「起業支援事業の上限額拡大」などの特例が適用されます。

起業家の体験談から
学ぶプログラム

気付きを引き出す
ワークショップ

同じ志を持った仲間が
できる刺激的な機会

「起業したい、 でも…」
悩みをズバッ と解決ままににわわ創創業業塾塾

研究機関と連携して！�産学連携促進事業�
補助率 ２／３以内�上限額   ２０万円�

大学や研究機関などと連携した
共同研究、またはこれらの機関か
ら受ける分析・検査などの技術提
供に必要な経費の一部を補助し
ます。�

新規�新規� 共同研究の場合�

補助率 １／２以内�上限額   １０万円�

技術提供の場合�
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生活環境部

生活環境部長　山根眞一

市民課長　河内勝彦

くらし安全課長　矢谷佳子

スポーツ・文化振興課長　松尾憲和

環境課長　横木隆文

（資源循環対策室長　南　博晴）

旭水苑所長　井原福典
クリーンセンタ ーま に わ 所長　 鈴木正和
北部 クリ ーンセンター 所 長　 正富昭夫

健康福祉部

健康福祉部長　稲田隆司

福祉課長　長尾　修

子育て支援課長　竹中秀美

健康推進課長　大熊江美子

高齢者支援課長　渡邉伸之

ささぶき苑所長　延本貞明

産業観光部

産業観光部長　須田昌宏

産業政策統括監　中井　靖

産業政策課長（産業政策統括監が兼務）

林業・バイオマス産業課長　 綱島直彦

農業振興課長　有馬伸明

農林土木課長　中山利明 

総合政策部

総合政策部長　吉永忠洋

総合政策課長　有元　均

交流定住推進課長　宮本隆志

秘書広報課長　中谷由紀男

総務部

総務部長　中村剛士

総務課長　笠原幸男

財政課長　長尾卓洋

財産活用課長　澤山誠一

税務課長　谷岡昭雅

債権回収対策課長　上山修治

市長直轄組織

危機管理監　枡谷和明

危機管理課長（危機管理監が兼務） 

●
秋
本
直
人　

（
交
流
定
住
推
進
課
）

●
下
野
知
恵　

（
財
産
活
用
課
）

●
門
野　

愛　

（
税
務
課
）

●
藤
木
佑
太　

（
環
境
課
）

●
福
島
大
介　

（
高
齢
者
支
援
課
）

●
板
持
尚
幸　

（
農
業
振
興
課
）

●
三
村
晃
太　

（
建
設
課
）

●
樫
尾
良
典　

（
水
道
課
）

●
西
村
友
希　

（
下
水
道
課
）

●
吉
原
沙
紀　

（
さ
さ
ぶ
き
苑
）

●
河
井
知
美　

（
八
束
こ
ど
も
園
）

●
田
中
祥
子　

（
河
内
こ
ど
も
園
）

●
森
田
麻
衣
子（
湯
原
こ
ど
も
園
）

●
柴
原
亜
祐　

（
久
世
保
育
園
）

●
森
本
直
樹　

（
消
防
本
部
総
務
課
付
）

●
山
口
俊
貴　

（
消
防
本
部
総
務
課
付
）

●
赤
木
健
太
郎（
消
防
本
部
総
務
課
付
）

●
平　

凌
弥　

（
消
防
本
部
総
務
課
付
）

●
國
本
翔
平　

（
消
防
本
部
総
務
課
付
）

●
森　

桂
子　

（
湯
原
温
泉
病
院
）

●
牧　

菜
見
子（
湯
原
温
泉
病
院
）

●
綱
島
美
紀　

（
湯
原
温
泉
病
院
）

●
江
田
昭
江　

（
湯
原
温
泉
病
院
）

●
築
澤
純
子　

（
湯
原
温
泉
病
院
）

●
岡
田
愛
子　

（
湯
原
温
泉
病
院
）

 
■
新
採
用
（
�
月
�
日
付
）

各配属先で頑張ります。
よろしくお願いします。

　

平
成　

年
�
月
�
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
各
部
局
の
部
長
・
課
長
な
ど
の
管
理
職
な
ら
び
に
退
職
者
、
新
規
採
用

��

者
を
紹
介
し
ま
す
。
新
規
採
用
者
が　

人
、
退
職
者
が　

人
で
職
員
の
総
数
は
�
�
�
人
と
な
り
ま
す
。

��

��

�問
 
　

総
務
部
総
務
課　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

市
で
は
、
地
域
振
興
の
拠

点
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明

確
に
す
る
た
め
支
局
を
振
興

局
へ
名
称
変
更
し
、
交
流
定

住
施
策
お
よ
び
産
業
政
策
を

推
進
す
る
た
め
組
織
改
革
を

実
施
。
新
た
な
総
合
計
画
や

地
方
創
生
施
策
を
推
進
に
向

け
、
適
材
適
所
へ
の
人
事
配

置
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

湯
原
温
泉
病
院
の
経
営
改
革

に
向
け
、
部
長
級
の
派
遣
も

行
い
ま
す
。

行
政
運
営
の
強
化
を
図
り

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

真
庭
市
職
員 

人
事
異
動
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余野幼稚園長　松尾奈美恵（兼務）

草加部幼稚園長　井原悦子

落合こども園長　山本知子

美川こども園長　山口理恵

河内こども園長　牧原美恵子

勝山こども園長　樋口　都

美甘こども園長　小谷恵子

湯原こども園長　曽根晶子 

八束こども園長　丸山恭子

川上こども園長　内田典子

消防本部・消防署

消防長　半田　伝

消防次長　森木　茂

総務課長　原　克之

予防課長（消防次長が兼務）

警防課長　大森幹夫

消防署長　浅田光明

消防署副署長　池田直正

消防署副署長　志田勝彦

消防署副署長　川上修司

消防署副署長　野村尚文

蒜山分署長　大美　勝

湯原分署長　牧本武之

美新分署長　田辺展仁

北房分署長　宮林克己

湯原温泉病院

院長　野村修一

副院長　岡　孝一

事務部長　横山高史

事務次長　藤井幸枝

看護部長　西原美佐子

看護部次長　山本久仁枝

技術部次長　和田安弘

技術部次長　渡辺郁子

教育委員会

教育次長　池町陽子

教育総務課長　大美昌司

学校教育課長　三ツ宗宏

生涯学習課長　池上　博

議会事務局

議会事務局長　片岡　清

監査事務局

監査事務局長　切明友子

派遣など

岡山県中部環境施設組合所長   古林昌守

保育園・幼稚園・こども園

北房水田保育園長　池田由子

北房中央保育園長　廣　敏美 

木山保育園長　妹尾雅子

落合ひまわり保育園長　森本笑子

旦土保育園長　西村桂子

久世保育園長　山�弥生

久世第二保育園長　池田比呂子 

月田保育園長　長尾香代子  

富原保育園長　濱子伸枝

二川へき地保育所園長   山根満知子

中和保育園長　前田茂美 

中津井幼稚園長　福島真喜子（兼務）

呰部幼稚園長　福島真喜子（兼務）

上水田幼稚園長　中田百合子 

天津幼稚園長　田中順子

川東幼稚園長　横山智江 

久世幼稚園長　平岡幸江

米来幼稚園長　山根ひとみ 

樫邑幼稚園長　松尾奈美恵（兼務） 

建設部

建設部長　山本光一

都市住宅課長　池田知明

（国土調査室長　富永泰司）

建設課長　中島敏博

水道課長　西本篤生

下水道課長　上島芳広

会計管理者

会計管理者　吉田　昇

会計課長（会計管理者が兼務）

蒜山振興局

蒜山振興局長　新幸知典

地域振興課長　小谷英一

北房振興局

北房振興局長　的場敏惠

地域振興課長　高見　智

落合振興局

落合振興局長　庄司史郎

地域振興課長　妹尾久敏

勝山振興局

勝山振興局長　秋田繁彦

地域振興課長　畦崎宜久

美甘振興局

美甘振興局長　平　義男

地域振興課長　大熊　昭

湯原振興局

湯原振興局長　榎原　薫

地域振興課長　竹内紀吉 

●
山
口
博
重　

（
健
康
福
祉
部
長
）

●
川
元
信
義　

（
生
活
環
境
部
長
）

●
宮
永　

優　

（
産
業
観
光
部
長
）

●
三
村
訓
弘　

（
危
機
管
理
監
）

●
横
山
泰
治　

（
美
甘
支
局
長
）

●
森
岡
久
豊　

（
消
防
本
部
消
防
長
）

●
三
牧　

充　

（
湯
原
温
泉
病
院
事
務
部
長
）

●
池
端
徹
章　

（
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
）

●
上
谷
久
子　

（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
）

●
牧　

朋
子　

（
勝
山
支
局
総
務
振
興
課
長
）

●
妹
尾
直
之　

（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
）

●
竹
平
信
孝　

（
岡
山
県
中
部
環
境
施
設
組
合
所
長
）

●
八
幡
兼
三　

（
真
庭
消
防
署
湯
原
分
署
長
）

●
池
田
敏
朗　

（
真
庭
消
防
署
蒜
山
分
署
長
）

●
西
山
定
明　

（
真
庭
消
防
署
北
房
分
署
長
）

●
西
田
修
三　

（
湯
原
支
局
総
務
振
興
課
参
事
）

●
牧　

恵
子　

（
落
合
支
局
市
民
福
祉
課
参
事
）

●
実
原
京
子　

（
湯
原
温
泉
病
院
看
護
師
長
）

●
曽
我
修
治　

（
湯
原
温
泉
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ

　
　
　
　
　
　
   
ー
シ
ョ
ン
科
次
長
）

●
福
島
美
津
恵（
久
世
保
育
園
保
育
士
）

●
足
達
は
る
な（
八
束
こ
ど
も
園
）

●
樋
口
真
弘　

（
真
庭
消
防
署
湯
原
分
署
主
事
）

●
三
頭
洋
子　

（
遷
喬
小
学
校
校
務
主
査
）

●
植
田
政
枝　

（
木
山
保
育
園
調
理
主
査
）

●
山
口
洋
子　

（
久
見
保
育
園
調
理
主
査
）

●
村
上
洋
美　

（
八
束
小
学
校
校
務
主
査
）

●
桝
本
喜
与　

（
米
来
小
学
校
校
務
主
任
）

●
半
田
智
子　

（
落
合
中
学
校
校
務
主
任
）

●
林　

京
子　

（
湯
原
温
泉
病
院
介
護
福
祉
士
）

 
■
退
職
者
（
�
月�

日
付
）

��



市管理�

譲
渡
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ�

設置後１０年を�
経過したもの�

設置後１０年を�
経過していないもの�

市管理� 個人管理�

個人管理�

H17.9月�
に設置�

10年を経過したものから順次譲渡�
（例：H22. 9月に設置している場合）�

H22.9月�
に設置�

周知・譲渡�
の手続期間�

H27.4月� H29.4月�

H33.4月�
（10年経過した後の4月）�

H32.9月�
 （10年）�

Maniwa ��※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

補助対象拡充と募集のお知らせ

　

制
度
改
訂
に
伴
い
、
下
水
道
な
ど
の
整
備
計

画
が
な
い
区
域
の
事
業
所
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
に

設
置
さ
れ
る
浄
化
槽
に
対
し
て
、
新
た
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。
平
成　

年
度
に
浄
化
槽
の

��

設
置
を
計
画
し
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、

�
月
�
日
〜
�
月　

日
ま
で
の
間
に
申
し
込
ん

��

で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
要
件
（
次
の
全
て
を
満
た
す
も
の
）

・
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の

整
備
計
画
が
な
い
区
域
で
あ
る
こ
と

・
事
業
所
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
し
尿
お
よ
び
生

活
雑
排
水
を
処
理
す
る
浄
化
槽
で
あ
る
こ
と

・
申
請
時
に
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
設
置
届
出
の

審
査
、
ま
た
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
確
認
を

受
け
る
こ
と

・
平
成　

年
�
月
末
ま
で
に
浄
化
槽
を
設
置
し
、

��

使
用
の
開
始
が
で
き
る
こ
と

■
募
集
基
数　
　

基
��

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
（
先
着
順
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
補
助
金
額　

浄
化
槽
の
大
き
さ
や
地
域
に
よ

っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
（
表
�
参
照
）。

■
申
し
込
み
期
限　

�
月　

日
�
ま
で

��

　

個
人
で
住
宅
に
設
置
す
る
浄
化
槽
の
補
助
金

に
つ
い
て
、
本
年
度
の
予
定
基
数
に
達
し
て
い

な
い
た
め
、
�
月
�
日
か
ら
追
加
募
集
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
要
件
（
次
の
全
て
を
満
た
す
も
の
）

・
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の

整
備
計
画
が
な
い
区
域
、
お
よ
び
計
画
区
域
内

で
認
可
区
域
を
除
い
た
区
域
で
あ
る
こ
と

・
一
般
住
宅
お
よ
び
店
舗
併
用
住
宅
（
建
売
住

　

真
庭
市
で
は
、
市
内
に
設
置
さ
れ
る
浄
化
槽
に
つ
い
て
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
す
る
「
浄
化
槽
市
町

村
整
備
推
進
事
業
」
と
個
人
が
設
置
し
た
浄
化
槽
に
補
助
金
を
交
付
す
る
「
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
」

に
よ
り
整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
か
ら
は
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
へ
統
一
し
ま
す
。

��

こ
の
事
業
の
変
更
に
伴
い
、
下
水
道
な
ど
の
整
備
計
画
が
な
い
地
域
へ
の
補
助
金
の
対
象
を
拡
充
し
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

�問
 
  
建
設
部
下
水
道
課  
℡
（
�
�
�
）
�
�
�
�

下
水
道
整
備
計
画
が
な
い
区
域
の
補
助
対
象
を
拡
充

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

  
新
規
募
集
（
事
業
所
、ア
パ
ー
ト
な
ど
）

  
追
加
募
集
（
一
般
住
宅
）

��������	
����
�����
　平成��年度まで真庭市で実施していた「浄化槽市町村整備推進事業」の廃止に伴い、平成��年度か
ら施行される真庭市公営浄化槽管理条例により、市が管理している浄化槽のうち、設置後��年を経過
したものを使用者へ譲渡します。譲渡後は個人管理になり、浄化槽の保守点検や清掃、水質検査は個
人で専門の業者へ依頼していただくようになります。
　平成��年度から譲渡が始まりますが、対象者には順次ご連絡させていただきます。合併前に設置し
た浄化槽も対象となります。

平成��年度から
譲渡開始します
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浄化槽整備事業
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宅
を
除
く
）
に
設
置
す
る
浄
化
槽
で
あ
る
こ
と

・
申
請
時
に
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
設
置
届
出
の

審
査
、
ま
た
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
確
認
を

受
け
る
こ
と

・
平
成　

年
�
月
末
ま
で
に
浄
化
槽
を
設
置
し
、

��

使
用
の
開
始
が
で
き
る
こ
と

■
募
集
基
数　

若
干
数

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
（
先
着
順
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
補
助
金
額　

浄
化
槽
の
大
き
さ
や
地
域
に
よ

っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

下
水
道
計
画
区
域
外
…
表
�
参
照

下
水
道
計
画
区
域
内
…
表
�
参
照

■
申
し
込
み
期
限　

�
月　

日
�
ま
で

��

　　

交
付
決
定
通
知
を
受
け
る
ま
で
は
、
浄
化
槽

の
本
体
工
事
に
は
着
手
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

事
前
に
着
手
し
て
い
る
も
の
は
補
助
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

　

下
水
道
課
、
各
振
興
局
に
申
し
込
み
書
類
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
真
庭
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
申
し
込
み
書
類
の
様
式
が
あ
り
ま
す
）

※
対
象
区
域
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

  
注
意
事
項

  
申
し
込
み
方
法

  浄化槽設置補助金一覧表

豪雪地域　…美甘、湯原、中和、八束、川上地区
非豪雪地域…北房、落合、久世、勝山地区

※下水道計画区域では、下水道などが整備されるため、
事業所やアパートなどは補助の対象になりません。また、
認可区域は補助の対象となりません。

表� 下水道計画のない区域（高度処理型浄化槽）

金額（豪雪）金額（非豪雪）浄化槽の大きさ
���,���円���,���円�人槽
���,���円���,���円�人槽
���,���円���,���円��人槽
�,���,���円�,���,���円��人槽以上

表� 下水道計画区域（普通処理型浄化槽）

金額（非豪雪）浄化槽の大きさ
���,���円�人槽
���,���円�人槽
���,���円��人槽
���,���円��～��人槽

　

仕
事
に
関
す
る
こ
と
や
生
活

の
不
安
な
ど
、
生
活
に
困
窮
し

て
い
る
人
が
早
い
段
階
で
自
立

が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
相
談

窓
口
を
市
役
所
福
祉
課
内
に
開

設
し
ま
す
。
相
談
者
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
適
切
な
情
報
提
供

や
他
支
援
機
関
へ
の
紹
介
、
就

労
支
援
な
ど
を
行
い
、
相
談
者

と
支
援
員
が
一
緒
に
課
題
を
解

決
し
、
相
談
者
の
早
期
の
自
立

を
支
援
し
ま
す
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
始 
ま
り
ま
す

�問 　健康福祉部福祉課　℡�-��-����

生活に不安や心配ごとは？
一人で悩まず一緒に
考えましょう

①まずは相談を
困っていることがあればまずご相

談ください。就労や家庭、心身の

問題など抱えている問題について

支援員が伺います。来所が困難な

場合は支援員が自宅へ訪問するこ

ともできます。

●▼ 
②内容から適切な対応を判断
相談内容によって、福祉課で支援

するか、他の適切な機関へつなげ

るかを判断します。他の機関へつな

げる場合も、同行支援など確実な

支援を行います。

●▼ 
③自立への計画を作成
相談者の希望を尊重しながら、必

要な支援が計画的に行われるよう

自立に向けたプランを相談者と支

援員が一緒に作成します。

●▼ 
④目標に向け一緒に取り組み
決定したプランに基づいて支援サ

ービスを提供します。相談者の必

要に応じた支援が提供できるよ

う、地域のさまざまな関連機関が

連携して支援を提供します。

支援までのステップ
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認知症予防しませんか体を動かして
お知らせワ イ ド
���������	����
����


　認知症予防に効果がある『げんき☆輝きエクササイズ』にテレビを見ながら挑戦してみません
か。「いつまでも元気でいたい」「認知症の予防をしたいけど何をしたらいいか分からない」そん
な声に応える番組が真庭いきいきテレビで�月から放送されます。テレビを見ながら同じ動きを
するだけで認知症予防につながる��分程度の構成です。

■番組名　　『げんき☆輝きエクササイズ！認知症予防できらり笑顔♪』
■放送時間　毎日午前��時、午後�時、午後�時
■放送チャンネル　真庭いきいきテレビ  サブチャンネル

テレビを見ながら認知症予防

げ んき ☆輝きエ クササ イ ズ放送開始

　週�回�人以上で集まって、げんき☆輝きエクササイズをしたい団体には介護予防コーディネーター
が体操の指導に伺います。皆さんお誘い合わせの上、ぜひお申し込みください。
■対象　地域で暮らす高齢者（��歳以上）を�人以上含む団体
■条件　週�回集まり、テレビを見ながらエクササイズすること
　　　※テレビがないところは図解入りポスターを提供します
■申請場所　高齢者支援課または各振興局
■回数　初回�回、�カ月後・�カ月後・�カ月後・��カ月後　※効果測定有り

�問   健康福祉部高齢者支援課（地域包括支援センター）  ℡�-��-����

介護予防コーデ ィ ネ ーターを派遣します!

　これから介護予防の活動を始めようと考えている地域グループに対し、運動用具購入などの補助
を行います。現在、地域活動を頑張っている人で新しく一般介護予防事業や独自の介護予防の活動
を始めようと考えている人やこれから頑張ってみようかと思う人は、気軽にお問い合わせください。

�問   健康福祉部高齢者支援課  ℡ �-��-����
■対象となる活動
地域内の公共施設、公会堂などを利用して行う高齢者の介護予防につながる活動
（原則週�回以上または年��回以上開催、�回に�人以上の参加）
■助成対象経費
・運動用具購入費（真庭市の介護予防コーディネーターが推奨するもの）　・備品購入費　　　
※社会福祉協議会が行う、ふれあいいきいきサロン事業との重複部分については対象外
■助成額
活動の実施に要した費用の�／�の額（上限 ������円／年）
■助成期間　団体の立ち上げ初年度

介護予防活動 を応援 します
地域住民
グループ
支援事業
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発達障がいに理解を
お知らせワ イ ド
���������	����
����


�月からの徴収方法��歳以上の介護保険料
お知らせワ イ ド
���������	����
����


手話技術をレベルアップ
お知らせワ イ ド
���������	����
����


　�月支給の年金から平成��年度介護保険料の特別徴収（仮徴収）が始まります。この特別徴収
の対象になるのは、すでに特別徴収で納めている人と平成��年�月�日から��月�日までに被保
険者になった人です。 �問   健康福祉部高齢者支援課　  ℡ �-��-����

受給する年金から天引

介護保険料 の 特別徴収が 始まります

第�期真庭市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に基づき、保険料が改定されています。仮徴収期間の�月、�月は
前年度の保険料（�月の保険料）と同額で、改定された保険料は第�期�月から適用されます。
保険料の詳細は、第�期真庭市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画概要版をご覧ください。

①保険料の納め方
　年金が支給される前にあらかじめ介護保険料が
差し引かれます。平成��年度の保険料は�月に決
定（本算定）します。�月分は本算定により増減
し、��月～�月分は年間保険料からすでに納めた
保険料を除いた額を�回に分けて納めます。

翌年
�月

��月��月�月�月�月
年金の
支給月

本徴収仮徴収納め方

（本算定- 仮徴収）
÷�回 

本算定
により
増減　

今年�月の　
保険料と同額

保険料

特別徴収

普通徴収の納期は�月～翌年�月までの��回で、
納付書または口座振替で納めます。本算定後の�
月中旬に納付書を送付します。

②特別徴収の開始時期
　開始時期は、介護保険の被保険者になった時期
によって次のとおり異なります。それまでの間は
普通徴収（納付書または口座振替）で納めます。

介護保険の被保険者となった日開始時期
平成��年�月�日～��月�日�月
平成��年��月�日～��月�日�月
平成��年��月�日～平成��年�月�日�月
平成��年�月�日～�月�日��月

聴覚に障がいがある人とのコミュニケーションを

手話奉仕員
養成講座 基礎課程
　手話奉仕員養成講座入門
課程を修了した人および同
等レベルの手話技術を習得
している人を対象に、レベル
アップ講座を開きます。詳しく
は、お問い合わせください。

■日時　�月��日�～��月��日�
　　　　毎週木曜日　午後�時��分～�時　
　　　　※�月��日（木）は休みです

■場所　久世公民館　学習室

■定員　��人程度

■受講料　無料
※手話奉仕員養成テキスト
　「手話を学ぼう手話で話そう」（�����円）を持
　っていない人は購入が必要です。

■申込期限　�月��日�

�問   健康福祉部福祉課  ℡�-��-����  FAX �-��-����

　自閉症は、自分の殻に閉じこもっていると
考えられたり、親の育て方に問題があると思
われたりすることがありますが、これは正し
くありません。
　脳の発達の仕方が違うことにより、他の人
の気持ちを理解することや新しいことを学
習することなどが苦手です。一般的な常識と
思われることを身に付けることも苦手です。
このため、真面目に取り組んでいても、誤解
されることがあります。
　自閉症をはじめとする発達障がいについ
て皆さんに知っていただくこと、理解をして
いただくことは、発達障がいのある人だけで
なく、誰もが幸せに暮らすことができる社会
の実現につながります。

�月�日�～�日�まで

発達障害啓発週間�

�問   健康福祉部福祉課  ℡�-��-����  FAX �-��-����

普通徴収
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意欲のある人を募集します市民参画で実現
お知らせワ イ ド
���������	����
����


ぜひ受診しましょう妊婦歯科健診が始まります
お知らせワ イ ド
���������	����
����


�����������������

■対象者　真庭市に住所のある妊婦
■実施期間　�月�日�～平成��年�月��日�
■実施歯科医院　真庭市内および新庄村の歯科医院
■料金　料金は無料です。ただし、健診の結果、要治療と判断された場合、
受診者が同意した上での歯科治療は自己負担になります。
■持参物　母子健康手帳・保険証・妊婦歯科健康診査受診票
（受診票は母子手帳交付時にお渡しします。受診票をお持ちでない人は、
医療機関に備え付けの受診票を使用してください。）
※事前に歯科医院に予約し受診してください。
※�月�日以前に母子手帳の交付を受けた妊婦も対象となります。
※体調の良い時期に早めに受診しましょう。

参加者
募集

真庭市まち・ひと ・しごと 創生市民会議

��������������
���� �����

������ �������
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■開催内容　人口減少対策や地方創生に取り組むた
めの「真庭市まち・ひと・しごと創生総合
戦略（�月策定予定）」の策定や推進して
いくためのワークショップを行います。

■開催時期　平成��年度まで年複数回開催予定
■応募資格　真庭市に住所を有する人または市内に

勤務・通学する人
■テーマ　　雇用創出、交流・定住、
　　　　　　子育て・教育、都市づくり
■応募方法　総合政策課へ電話、ＦＡＸ、メール
　　　　　　※各テーマだけの参加も可

申し込み・問い合わせ先
　総合政策部総合政策課
　電話 �-��-����　ＦＡＸ �-��-����
　Ｅ-ｍａｉ  l ｓｏｇｏｓｅｉｓａｋｕ@ｃｉｔｙ．ｍａｎｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ

　妊婦さん自身の健康と、生まれてくる赤ちゃんの健康のため、妊婦歯科健診をはじめます。妊
娠すると、口の中の環境も変化しやすくなり、むし歯や歯周病などのトラブルを起こしやすくな
ります。妊娠中からのデンタルケアが産後の赤ちゃんへのむし歯菌感染のリスクを減らすとも言
われています。ぜひこの機会に受診しましょう。詳しくは、お問い合わせください。
 �問   健康福祉部健康推進課  ℡�-��-����



���Maniwa

参加をお待ちしています蒜山の魅力を再発見
お知らせワ イ ド
���������	����
����


平成��年度から軽自動車税率変更
お知らせワ イ ド
���������	����
����
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�問
 
　

総
務
部
税
務
課　

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

税 
率
が 
一 
部
変
更
さ
れ
ま
す

平成��年度分の軽課税率
・軽四乗用車、左から電気自動車等、Ｈ��年度燃費基準＋��％達成車、Ｈ��年度燃費達成車
・軽四貨物用車、左から電気自動車等、Ｈ��年度燃費基準＋��％達成車、Ｈ��年度燃費基準＋��％達成車
・重課税率を適用する軽自動車は、電気、天然ガス、メタノール、混合メタノール、ガソリンハイブリッド軽自
動車、被けん引車を除きます。

【原動機付自転車など】
税率（年額）

車種区分
平成��年度以降平成��年度
�,���円�,���円 ���以下

原動機付自転車
�,���円�,���円 ���超え���以下
�,���円�,���円 ���超え����以下
�,���円�,���円ミニカー（���以下）
�,���円�,���円農耕用

小型特殊自動車
�,���円�,���円その他
�,���円�,���円雪上車
�,���円�,���円軽二輪（����超え����以下）
�,���円�,���円小型二輪（����超え）

【三輪以上の軽自動車】
税率（年額）

車種区分

平成��年度以降平成��年度分平成��年度以降
④重課税率
最初の新規検
査から��年を
経過した車両

③軽課税率 
平成��年�月�日～平成��年
�月までに最初の新規検査を
受けた車両のうち、一定の燃
費基準を達成するものなど

②新税率
平成��年�月
�日以降に最
初の新規検査
を受けた車両

①旧税率
平成 ��年�月
��日までに最
初の新規検査
を受けた車両

 �,���円�,���円、�,���円、�,���円 �,���円�,���円軽三輪
 �,���円�,���円、�,���円、�,���円 �,���円�,���円営業用

軽四乗用
��,���円�,���円、�,���円、�,���円��,���円�,���円自家用
 �,���円�,���円、�,���円、�,���円 �,���円�,���円営業用

軽四貨物
 �,���円�,���円、�,���円、�,���円 �,���円�,���円自家用

�問   蒜山郷土博物館　前原・深見
℡・ＦＡＸ �-��-����　ｈｉｒｕｚｅｎ-ｍｕｓ @ ｃｉｔｙ. ｍａｎｉｗａ. ｌｇ. ｊｐ

■日時　
�月��日�、�月��日�、�月�日�
�月��日�、�月��日�、�月��日�
�月��日�、�月�日�
講演：午後�時��分～

■場所　蒜山郷土博物館
■定員　��人　
■参加費　�回���円
■申込方法　当日受付

※共通券の申し込みは
　電話・FAX・メールで

全回共通割引券

�,���円
（��人限定）

�������������������受講生
募集

蒜山地域の歴史・民俗をテーマにした講座を
開催します。�回ごとの参加も可能です。

�����������
 戦前の蒜山のさまざまな姿を撮影した��点以上の絵葉書を展示します。

■日　時　�月�日�
　　　　～�月�日�　
　　　　　午前�時～午後�時（入館は�時��分まで）

■場　所　蒜山郷土博物館(蒜山上長田����）

■入場料　一般（高校生以上）���円　中学生以下無料
　　　　　※��人以上の団体は� 割引き

■展示解説
　�月�日（ 土 ） ��：��～
　�月��日（ 日 ） ��：��～
　�月�日（ 日 ） ��：��～
　�月��日（ 日 ） ��：��～
　�月��日（ 日 ） ��：��～
■講演会
　�月��日(日)��：��～
　「絵葉書から読み解く蒜山の原風景」
　講師　蒜山郷土博物館館長　前原茂雄
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危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び
事

前
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

■
試
験
日　

�
月　

日
�

��

■
試
験
会
場　

岡
山
市
、倉
敷
市
、

津
山
市

■
受
付
期
間　

�
月　

日
�
〜　

��

��

日
�

※
受
験
願
書
は
消
防
本
部
お
よ
び

各
分
署
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験

申
し
込
み
（
電
子
申
請
）
も
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
�
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。

◎
事
前
講
習
会

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前
�
時
〜
午
後
�
時　

分
��

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン
タ
ー

■
申
込
期
限　

�
月
�
日
�
ま
で

に
消
防
本
部
お
よ
び
各
分
署
で
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

�
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

■
日
時　

�
月
�
日
�
、　

日
�

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

平
成　

年
度
水
力
発
電
施
設
周

��

辺
地
域
交
付
金
に
よ
り
実
施
し
た

事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
市
道
長
坂
千
里
線
舗
装
修
繕
工

事
（
落
合
・
関
）

○
市
道
鍋
屋
野
白
線
舗
装
修
繕
工

事
（
久
世
・
久
世
）

○
市
道
中
須
南
線
舗
装
修
繕
工
事

（
勝
山
・
勝
山
）

○
市
道
美
甘
富
原
線
舗
装
修
繕
工

事
（
美
甘
・
延
風
）

○
市
道
中
山
線
舗
装
修
繕
工
事

（
湯
原
・
藤
森
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

次
の
よ
う
な
場
合
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。

●
就
職
な
ど
で
別
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
場
合
、
喪
失
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。

■
喪
失
届
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
証
、
新
た
に
加

入
し
た
保
険
証
、
印
鑑
、
本
人
確

認
で
き
る
書
類

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

年
金
相
談

予
約
を
お
忘
れ
な
く

����������

�日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�高田医院（外）・落合
　����-��-����
��日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�石賀医院（内）・蒜山
　����-��-����
��日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�杉江医院（内）・落合
　����-��-����
��日
�金田病院・落合
　����-��-����
�中井医院（内）・勝山
　����-��-����
��日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�本山医院（内）・落合
　����-��-����

　
�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�まつうら医院（内）・久世
　����-��-����
�日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�イケヤ医院（内）・久世
　����-��-����
�日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�片岡医院（内）・湯原
　����-��-����
�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�まにわ整形外科（外）・久世
　����-��-����

�����

８周 年

■日時　

　�月��日�
　午前��時～午後�時（雨天決行）

■場所・問い合わせ先
　リサイクルプラザまにわ
　℡ �-��-����

リサイ クルプラザまにわ

記念フェア ー

多くの皆さんのご支援、ご協力
により�周年を迎えることがで
きました。感謝の気持ちを込め
て、フェアーを開催します。

※
新
し
い
健
康
保
険
証
が
交
付
さ

れ
る
ま
で
に
、
医
療
機
関
で
受
診

し
た
場
合
に
は
、
国
民
健
康
保
険

か
ら
給
付
し
た
金
額
を
返
還
し
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
職
場
を
退
職
し
、
そ
れ
ま
で
加

入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
資
格
が

な
く
な
っ
た
場
合
、
次
の
い
ず
れ

か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

①
健
康
保
険
を
任
意
継
続
す
る

②
家
族
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

に
な
る

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

※
①
、
②
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の

健
康
保
険
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
③
の
場
合
は
市
役
所
市
民

課
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の

健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
（
加

入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
記
号
番

号
や
喪
失
日
が
記
載
）を
職
場
か
、

加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
で
発
行

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

危
険
物
取
扱
者
試
験

事
前
講
習
会
も
開
催
し
ま
す

水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付
金

市
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

国
民
健
康
保
険

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く
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林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
で

は
、小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に
、

森
や
緑
に
関
す
る
学
習
活
動
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
案
内
を
登
録
し
た
人
に
紹

介
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
自

然
の
中
で
心
の
豊
か
さ
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
親
子
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

市
内
の
小
学
�
年
生

〜
�
年
生

■
情
報
提
供
期
間　

�
年
間

■
応
募
方
法　

林
業
・
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
課
お
よ
び
各
振
興
局
に
準

備
し
て
い
る
申
請
用
紙
に
記
入

し
、郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
林
業
・

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限　

�
月　

日
�

��

■
主
な
イ
ベ
ン
ト
案
内

ト
ン
ボ
の
森
、
子
ど
も
樹
木
博
士

認
定
会
、
森
林
を
考
え
る
岡
山
県

民
の
つ
ど
い
な
ど

※
内
容
は
イ
ベ
ン
ト
で
異
な
り
ま

す
。
草
刈
体
験
や
植
樹
、
生
き
物

観
察
、
木
工
教
室
な
ど
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
が
、
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

岡
山
県
警
察
・
岡
山
県
交
通
安

全
協
会
で
は
、
安
全
運
転
に
努
め

て
い
る
運
転
者
の
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
表
彰
の
種
別

・
業
務
優
良
運
転
者

・
一
般
優
良
運
転
者

■
申
告
の
条
件

・
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
で
、

無
事
故
・
無
違
反
の
年
数
が
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
の
種
別
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
人

■
申
告
の
手
続
き　

申
告
票
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、「
無
事
故
・

無
違
反
証
明
書
」
を
添
付
の
上
、

真
庭
警
察
署
交
通
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
告
の
期
限　

�
月　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
警
察
署
交
通
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
運
輸
支
局
・
中
国
検
査
部

岡
山
事
務
所
・
岡
山
県
備
前
県
民

局
税
務
部
分
室
が
移
転
し
ま
す
。

■
移
転
場
所　

岡
山
市
北
区
富
吉

�
�
�
� -

�

■
業
務
開
始
日　

�
月
�
日
�

財産活用課
℡�������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

���������	
・落合地域総合センター太陽光発電・蓄電池設備
　工事（総務課）　梶岡建設㈱…����������円
・市道下方中倉線路肩修繕工事
　（落合支局総務振興課） 牧建設㈱…���������円
・ホテル蒜山ヒルズ照明取替工事
　（蒜山振興局総務振興課）  森田電器…���������円
・市道桜線法面修繕工事（勝山支局総務振興課）
　㈱三木工務店…���������円
・市道藤原南線舗装新設工事（建設課）
　海邊建設㈱真庭営業所…���������円
・落合地域総合センターバイオマスボイラ設備
　工事（総務課）　梶岡建設㈱…�����������円
・市道三谷線用地測量業務（建設課）
　㈲アイテックコンサルタント…���������円
・��-��市道鉄山湯原線道路災害復旧工事（建設課）
　㈲原建設工業所…���������円

���������	

・市道下市瀬下方線歩道橋（下部工）新設工事
　（建設課）　志田工業㈱…����������円
・月田小学校屋外便所改修工事（教育総務課）
　㈱影山設計工匠…���������円
・市道小茅線（向田橋）道路改良工事（建設課）
　㈱三木工務店…����������円

���������	

・普通河川不動谷川河川修繕工事（建設課）
　㈱山中工務店…���������円
・普通河川玉田川河川修繕工事（蒜山振興局
　総務振興課）　㈲下平工務店…���������円

今月の掲載は、�/�、��、��日の入札実施分。 

■
問
い
合
わ
せ
先

中
国
運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が
変

わ
り
ま
す
。
�
月
分
（
�
月
納
付

分
）
か
ら
岡
山
支
部
の
健
康
保
険

料
率
は　

・　

㌫
、　

歳
か
ら　

歳

��

��

��

��

ま
で
の
人
が
対
象
と
な
る
介
護
保

険
料
率
も
�
・　
 
㌫ 
に
変
更
さ
れ

��

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　中山間地域等直接支払制度は、耕作放棄防
止や農業による集落機能維持などを目的と
した�年間の集落協定を締結した集落に交
付金が直接支払われる制度です。第�期対策
では、加算措置が整理・拡充されており、制
度内容に関する説明会を開催します。

�問   農林振興課  ℡���-����

中山間地域等直接支払制度

���������	

場所時間日地区

北房文化センター

��：��～

�月��日�北房

Ｊ Ａまにわ本所�月��日�落合

市役所本庁舎�月��日�久世

勝山文化センター�月��日�勝山

美甘振興局�月��日�美甘

湯原ふれあいセンター�月��日�湯原

蒜山振興局�月��日�蒜山

緑
や
森
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報

紹
介
し
ま
す

自
動
車
優
良
運
転
者

表
彰
し
ま
す

岡
山
運
輸
支
局

移
転
の
お
知
ら
せ

協
会
け
ん
ぽ

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
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笑
顔
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

誰
が
見
て
も
い
い
も
の
で
す
。
特

に
子
ど
も
の
笑
顔
は
愛
ら
し
い
も

の
で
す
。
大
人
で
も
欠
か
せ
な
い

笑
顔
で
す
。
と
あ
る
人
の
お
話
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
少
し
昔
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
南
部
の
方
に

養
子
に
と
い
う
お
話
が
あ
り
、
当

家
の
母
親
と
仲
人
さ
ん
が
お
会
い

に
な
り
ま
し
た
。
母
親
は
仲
人
さ

ん
の
大
変
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
お
話

に
つ
い
つ
い
上
品
さ
を
忘
れ
て
大

き
な
口
を
開
け
て
高
笑
い
を
し
て

し
ま
い
、
気
付
い
た
と
き
は
後
の

祭
り
で
し
た
。
す
る
と
仲
人
さ
ん

が
「
お
母
さ
ん
、
あ
な
た
の
よ
う

に
笑
い
の
あ
る
親
な
ら
い
い
息
子

さ
ん
で
し
ょ
う
。
話
を
前
に
進
め

ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
日

の
う
ち
に
話
が
決
ま
り
ま
し
た
。

「
十
分
な
教
育
も
し
て
い
な
い
の

で
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
息
子
で

す
」
と
言
う
と
、「
立
派
に
養
子
を

務
め
る
息
子
さ
ん
で
す
よ
」
と
言

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
家
族
に

気
に
入
ら
れ
、
子
ど
も
に
も
恵
ま

れ
、
今
は
大
黒
柱
と
な
っ
て
余
生

を
送
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
微

笑
ま
し
い
お
話
で
す
。
私
も
、
実

母
の
笑
っ
て
暮
ら
し
な
さ
い
と
い

う
教
え
に
背
い
て
は
い
け
な
い
と

思
い
、子
ど
も
に
接
す
る
と
き
も
、

他
人
様
に
接
す
る
と
き
も
笑
顔
を

絶
や
さ
ず
、
辛
い
と
き
も
悲
し
い

と
き
も
笑
顔
に
変
え
て
、
残
り
少

な
い
人
生
を
謳
歌
し
て
暮
ら
し
た

い
と
願
っ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。

今
月
の
テ
ー
マ

�������
笑 
顔 
�

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テーマは
��挑戦�です 。
今挑戦していること。こ
れから挑戦したいこと。
失敗した挑戦など挑戦に
ついて、���字程度でお寄
せください。

川柳の兼題は
��飾る�です。
お便りは、�月号に同封
したはがきをご利用くだ
さい。川柳の締め切りは
�月��日�です。

 �月号では、�友達��
についてお便りを募
集しています。
（�月��日締め切り）

�月号 読者の広場

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふり
がな）�性別�生年月日�住所
�応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ�-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

 笠  原   夕 愛    ちゃん

かさ はら ゆ め

Ｈ������ 生まれ（多田）
◯応  正雄・千春さん（両親）

 福  島  衣 織    ちゃん
ふく しま い おり

Ｈ������� 生まれ（台金屋）
◯応  弘之さん（父）

 下  村   麻 緒    ちゃん
しも むら ま お

Ｈ������� 生まれ（久世）
◯応  知之・礼子さん（両親）

　

私
は
、
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
好

き
で
す
。
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
大
人
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が
大
好
き

で
す
。
辛
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
笑
顔
を
み
る
と
少

し
心
が
救
わ
れ
る
よ
う
な
気
持
に

な
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
私
も
な

る
べ
く
笑
顔
に
心
が
け
、
誰
か
を

笑
顔
に
で
き
る
よ
う
な
人
間
に
な

れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
中
に

笑
顔
が
溢
れ
て
争
い
が
な
く
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。　

��
笑
顔
�

稲
岡
雅
子
さ
ん（
上
）

▼

 PN たつき

▼

 PN ライオン

��
笑
顔
が
大
好
き
�

　

は
な
ま
る
さ
ん（
湯
原
温
泉
）

PN

■募集期間　�月��日�午後�時まで　■入居可能日　�月下旬　�問   都市住宅課  ℡�-��-����

市営住宅の入居者を募集しています。
随時募集の住宅については、お問い合
わせください。市営住宅入居者募集

家賃等建築年戸数間取住宅名地区種別

������～������円
共益費�����円

Ｈ�年建築�戸�ＤＫ石原住宅勝山
公営住宅

������～������円Ｈ�年建築�戸�ＬＤＫ緑が丘住宅蒜山

������円Ｈ�年建築�戸�ＤＫ立誠住宅�階落合
単独住宅

������円Ｈ�年建築�戸�ＤＫ立誠住宅�階落合

������円Ｈ��年建築�戸�ＬＤＫ禾津住宅湯原若者定住住宅

��月生まれ募集中 !



こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

事
組
合
法
人
が
運
営
す
る
『
え
ー

の
ー
夢
茶
屋
』
に
お
邪
魔
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で

味
わ
っ
た
料
理
を
参
考
に
、
視
察

後
に『
な
か
つ
い
陣
屋
』で
豆
腐
料

理
の
試
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

腕
を
振
る
っ
た
の
は
、
陣
屋
の
厨

　

中
津
井
せ
ん
だ
ん
の
会
で
は
、

県
や
市
の
事
業
を
受
け
、
中
津
井

地
区
の
活
性
化
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
地
域
な
ら
で
は

の
も
の
を
作
ろ
う
と
、
中
津
井
郷

土
料
理
研
究
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
こ
の
�
月
に
は
県
外
へ
の
視

察
を
企
画
。
地
区
の
皆
さ
ん
に
声

を
掛
け
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
に

視
察
に
行
き
ま
し
た
。
当
地
の
農

���Maniwa

日野　京成さん（北海道札幌市）
末永　和人さん（福島県福島市）
内藤　祐之さん（埼玉県さいたま市）
安田　明弘さん（千葉県習志野市）
木田　　修さん（千葉県千葉市）
川崎悠一朗さん（東京都新宿区）
冨川　吉春さん（東京都世田谷区）
鈴木　　聡さん（東京都世田谷区）
土田　秀幸さん（東京都西多摩郡瑞穂町）
会田　陽一さん（東京都千代田区）
大野　智成さん（東京都板橋区）
津和崎宏児さん（東京都品川区）
櫻田　瑶子さん（東京都文京区）
大島　朋子さん（東京都目黒区）
横山　祐太さん（神奈川県横浜市）
小林　慎一さん（神奈川県横浜市）
牧　　貴之さん（神奈川県横浜市）
近藤　康介さん（神奈川県横浜市）
岡崎　壮平さん（神奈川県横浜市）
安藤由香里さん（神奈川県川崎市）
飯島　利行さん（神奈川県川崎市）
山田　康雄さん（神奈川県相模原市）
井出　裕子さん（長野県佐久市）
杉原　輝幸さん（愛知県春日井市）
長江　智志さん（愛知県瀬戸市）
杉浦　勝哲さん（愛知県知多郡阿久比町）
三浦　鈴代さん（愛知県豊田市）
山本　博史さん（愛知県名古屋市）
岡田　　悠さん（愛知県名古屋市）
大川　和義さん（京都府京都市）
岸部　成治さん（大阪府高石市）
宗光　博文さん（大阪府高槻市）
向井　準二さん（大阪府堺市北区）
川端　孝宣さん（大阪府寝屋川市）
西外　　實さん（大阪府大阪市）
濱口三佐夫さん（大阪府東大阪市）
�瀬　恭三さん（大阪府枚方市）
磯田ひとみさん（兵庫県西宮市）
塩見　禎而さん（兵庫県尼崎市）
田原　政則さん（岡山県岡山市）

応 援
ふるさと納税として寄付金を
いただきました。
総合政策課  ℡�-��-����

魅力ある
まち づ く りを

なかつい陣屋で開かれた試食会（�月��日）

房
で
活
躍
す
る
女
性
陣
。
そ
れ
ぞ

れ
に
持
ち
寄
っ
て
く
れ
た
ア
イ
デ

ア
料
理
が
ず
ら
り
と
並
び
、
豆
腐

だ
け
で
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の

料
理
が
で
き
る
の
か
と
驚
き
ま
し

た
。
あ
ん
か
け
、
サ
ラ
ダ
、
鍋
…
。

感
想
や
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら

口
に
運
び
、
こ
う
す
れ
ば
、
あ
れ

と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
と
新
た
な
ア

イ
デ
ア
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
今

回
は
試
食
会
な
の
で
、
メ
ニ
ュ
ー

は
こ
れ
で
完
成
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
う
し
て
み
ん
な
で
意
見
を

出
し
て
い
け
ば
良
い
も
の
が
で
き

る
は
ず
。
中
津
井
の
新
た
な
味
の

完
成
を
目
指
し
、
地
域
の
み
ん
な

で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

平成��年�月入金分を掲載しています。

��
中
津
井
の
新
た
な
味
を
�

  
中
津
井
せ
ん
だ
ん
の
会

植
田
満
夫
さ
ん（
下
中
津
井
）

�問   林業・バイオマス産業課  ℡�-��-����

●「緑の募金」にご協力ください
　国内外で「森づくり・人づくり」活動に生かされます。森林
を守り育てる運動にご理解、ご協力をお願いします。募金箱
は本庁舎および各振興局に設置しています。

●緑化事業の案内
　地域自主組織や小学校などの団体が取り組む植樹活動に
対し、苗木を配布します。希望する団体は、林業・バイオマス
産業課および各振興局で申請して下さい。

【申込締切】�月��日�　【配布時期】��月上旬予定

緑の募金　緑化事業

 美  山   大 祐    くん

み やま だい すけ

Ｈ������� 生まれ（下方）
◯応  貴昭さん（父）

 竹  原  彩 桜    ちゃん
たけ はら さ ら

Ｈ������� 生まれ（久世）
◯応  昌子さん（母）

 寺  越   悠 真    くん

てら こし ゆう ま

Ｈ������� 生まれ（中）
◯応  健さん（父）



Maniwa ��

�����
　  〒���-����　真庭市美甘����
　  ＴＥＬ �-��-����　ＦＡＸ �-��-����
　  開館時間　�：��～��：��　
　  休館日　年末年始

今月のおすすめの本
防
火
の
意
識
も
っ
と
高
め
て

平
島
聖
也
さ
ん（
開
田
）

　

無
火
災
ま
ち
づ
く
り
駅
伝
大
会

で
真
庭
消
防
署
Ａ
チ
ー
ム
の
ア
ン

カ
ー
と
し
て
走
り
ま
し
た
。
小
学

生
の
頃
に
初
出
場
し
、
今
回
が
�

回
目
の
出
場
。
伝
統
あ
る
大
会
が

今
回
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
は
寂

し
い
気
も
し
ま
す
が
、
火
災
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
は

大
変
意
義
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
無
火
災

の
意
識
が
薄
ま
る
の
で
は
な
く
、

さ
ら
に
防
火
へ
の
意
識
を
高
め
て

も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

広
め
た
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

二
宗
富
美
子
さ
ん（
目
木
）

　

げ
ん
き
☆
輝
き
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

の
お
披
露
目
記
念
講
演
会
に
、
認

知
症
予
防
に
な
る
運
動
を
教
え
て

も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
参
加
し

ま
し
た
。
今
日
は
最
初
な
の
で
、

動
き
を
覚
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
れ
な
り
に
つ
い

て
い
け
た
と
思
い
ま
す
。
運
動
の

内
容
は
そ
ん
な
に
難
し
く
な
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
、
真
庭
い
き
い
き

テ
レ
ビ
で
も
こ
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

が
放
送
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

し
っ
か
り
覚
え
て
、
み
ん
な
で
楽

し
み
な
が
ら
広
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

蒜
山
高
校
最
後
の
卒
業
生
と
し
て

法
花　

巧
さ
ん（
蒜
山
上
福
田
）

　

蒜
山
高
校
は
、
生
徒
と
地
域
の

人
や
教
員
と
の
距
離
が
近
い
と
こ

園児のおべんとうで大切な
ことは、食べやすさ。子ど
もが大好きなメニューを食
べやすいように工夫した、
手軽にできる毎日のおべん
とうレシピを紹介。かわい
いミニおかずや、運動会・親
子遠足などのイベントのお
べんとうも掲載しています。

ろ
が
魅
力
で
す
。
在
学
中
に
生
徒

会
長
を
し
て
い
た
私
は
、
生
徒
会

の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
の

人
や
生
徒
、
教
員
が
一
緒
に
な
っ

て
、
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
蒜
山
高
校
の
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
「
ド
リ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
と
い
う
会
議
を
企
画
し
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
会
議
で
、
助
け
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

多
く
の
人
に
助
け
て
も
ら
っ
た
恩

返
し
と
し
て
、
今
度
は
自
分
が
人

を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
大
人
に

な
り
た
い
で
す
。

「おひさまやのめざましどけい」
茂市久美子／作　講談社

ウサギのお店「おひさまや」
には、朝が苦手な人のため
のものが置いてあります。
朝なかなか起きられない小
学校�年生のひろしは、「お
ひさまや」で魔法の目覚ま
し時計を進められて…。

学校をズル休みしているけ
んごのところへ、せいぎが
迎えにきた。「今日も学校休
むのかよ」と言うせいぎに、
けんごは「妖怪のせいで行
けない」と言い出して…。
笑いと友情の妖怪絵本です。

「がっこういこうぜ ！ 」
もとした いずみ／作　岩崎書店

「はじめてでも大丈夫！
  きほんの園児おべんとう 」
脇　雅世／監修・料理　成美堂出版

▼

 PN みんな大好き

▼

 PN ゆ り

▼

 PN ハナ王子

真庭市立図書館ホームページを
 リニューアルしました

�問   真庭市立久世図書館  ℡ �-��-����



新
し
い
お
土
産
が
で
き
ま
し
た

Ｃ
Ｌ 
Ｔ （
直
交
集
成
板
）
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
Ｃ
Ｌ 
Ｔ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」

が
完
成
し
ま
し
た
。真
庭
の
特
産
品
を
練
り
込
ん
だ
、
ミ
ル
ク
、
チ
ー

ズ
、青
大
豆
、紅
茶
の
味
が
楽
し
め
ま
す
。市
内
で
絶
賛
発
売
中
で
す
。

��� Maniwa

川 柳   「心」
母
な
れ
ど
心
根
ま
で
は
産
ん
で
な
い　
　
　

松
尾
千
恵
子　

月
田

老
婆
で
も
心
わ
く
わ
く
開
花
待
つ　
　
　
　

小
谷
三
千
子　

別
所

初
帰
郷
弾
む
心
に
歌
も
沿
い　
　
　
　
　
　

悠
　々
　
　
　

上
水
田

も
て
な
し
の
心
形
に
ま
ず
笑
顔　
　
　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

法
話
聞
き
心
晴
れ
ば
れ
帰
路
に
つ
く　
　
　

中
山
春
子　
　

本
庄

お
早
よ
う
で
そ
の
日
心
地
が
晴
れ
や
か
に　

沼
本
治
国　
　

鹿
田

年
賀
状
心
な
ご
ん
で
く
る
自
筆　
　
　
　
　

小
椋　

都　
　

蒜
山
下
福
田

結
ば
れ
て
心
に
咲
か
す
永
遠
の
花　
　
　
　

山
中
清
子　
　

蒜
山
下
和

心
か
ら
笑
う
や
さ
し
い
顔
に
な
り　
　
　
　

瀧
上
秀
子　
　

落
合
垂
水

優
し
く
て
心
の
広
い
う
ち
の
嫁　
　
　
　
　

庄
司
美
佐
恵　

久
世

真
心
の
タ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
今
日
は
グ
ー　
　

本
森
定
江　
　

種

穏
や
か
な
心
に
映
る
い
い
笑
顔　
　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

お
喋
り
も
心
の
老
い
に
効
く
薬　
　
　
　
　

菊
池
俊
男　
　

本
郷

日
溜
り
は
悩
む
心
も
笑
顔
に
す　
　
　
　
　

大
森
喜
久
恵　

西
原

早
く
咲
け
蕾
で
居
て
と
親
心　
　
　
　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

親
ご
こ
ろ
乗
せ
る
詐
欺
師
の
口
車　
　
　
　

美
甘
栄
枝　
　

蒜
山
上
長
田

喜
怒
哀
楽
私
の
心
知
る
鏡　
　
　
　
　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

選：川柳おちあい　川�澄夫さん

��������	
�

�
�
�
�
�
�
�
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真庭市栄養改善協議会の提供です

▼

 PN こなっちゃん

菜めし

具をごま油で炒めることで風味が増し、塩
がなくてもおいしく食べられます。簡単に
作れる朝ごはんとしてもおすすめです。生
活リズムが変わりやすい時期ですが、朝食
をきちんととるように心掛けましょう。

今月のレシピ
提供は

後藤勝子さん
（北房支部）

 材料 （４人分）

・米　�合（���ｇ）　・青菜 ���ｇ
・しらす干し　��ｇ
・ごま油　大さじ�
　※青菜：小松菜やホウレン草など

 作り方

＜１人分栄養価＞
　エネルギー��� ｋｃａｌ    たんぱく質 � . �ｇ  
　脂質 �. �ｇ  カルシウム ��� mg
　食塩相当量 �. �ｇ

①米を洗い、�合の目盛りに水加減して
炊く。
②青菜は柔らかめにゆでて水にとり、水
気を絞ってみじん切りにする。しらす
干しは、さっと湯通しする。
③フライパンにごま油を熱し、青菜を炒
める 。しらす干しも加えてさっと炒める。
④炊いたご飯に青菜、しらす干しを加え
て混ぜる。

※好みで刻みのりやごまを乗せてもよい。

今
月
の���

▼

 岩野明里



Maniwa ��

市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準�
に掲載させていただいています。 情報をお寄せください。 （敬称略）�

 上を目指して（中国大会や県大会など）

■第��回国民体育大会冬季大会スキー競技会
　�/��～��　群馬県
　■第��回国民体育大会冬季大会スキー競技会岡山県
　選手選考会　�/��～��　鳥取県
　写真左から：
　クロスカントリー成年女子Ｂ �位　友金園実（蒜山西茅部）
　ジャイアントスラローム  �位　伴野哲平（禾津）
　ジャイアントスラローム少年男子 �位  實原勇斗（蒜山下和）
　コンバインドジャンプ  �位　道祖宏昭（蒜山東茅部）

アルペン少年女子　緒形沙耶（湯原温泉）
ノルディック種目少年女子　小谷貴子
（湯原温泉）、クロスカントリー少年男子
林　雅人（蒜山下長田）、進賀涼平（蒜山上
長田）、立田康樹（蒜山上福田）、杉村柊哉
（蒜山下徳山）、本守冬也（蒜山下徳山）

■第�回バッハコンクール　�/��　東京都
　■日本バッハコンクール岡山地区大会　��/�　倉敷市　

　優秀賞　写真左から：
三村光都美（中原）、高橋
はるひ（落合垂水）、桐山
真緒（落合垂水）、八幡ア
リキ（台金屋）、三村侑矢
（中原）、桐山莉緒（落合垂
水）、青木瑠音（余野下）

■����全日本綱引選手権大会
　�/�　東京都
　■全日本綱引選手権大会
　岡山県大会　��/��　
　真庭市　優勝
　月田金太郎綱引クラブ
■第��回全日本スキー技術選手権大会   �/��～��   長野県
　■第��回西日本スキー技術選手権大会 �/�～� 鳥取県
　

　写真左から：スキー男子�部
　�位  実原俊一（蒜山下和）、 ��位  菊地憲二（蒜山東茅部）
■第��回全日本スノーボード技術選手権大会
　�/��～��  宮城県  ■岡山県スキー・スノーボード技術選
　手権大会　�/�～��　鳥取県

　写真左から：
　スノーボード男子　�位　入澤泰彦（蒜山下長田）
　スノーボード女子　�位　筒井千尋（蒜山上徳山）
　�位　下平最愛未（蒜山上福田）

■第��回全日本アンサンブルコンテスト
　�/��　東京都
　■第��回全日本アンサン ブ ルコンテ ス ト中
　国地区大会　�/�～�　鳥取県　金賞
　　　　　　　　　　　　森田早紀（組）�

■第��回私立高等学校男女バレーボール選手権大会
�/��～��　神奈川県　■同大会予選
 ��/��～��　�位
美作高等学校-
�森本　駿（古見）

■第��回全国高等学校選抜卓球大会　�/��～��　香川県
　■同大会中国地区予選会  �/��～�/�  広島県　準優勝
　　  倉敷工業高等学校-山本竜也（勝山）�
■第��回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカッ
　プアルペン競技
　�/��～��　岐阜県　ジャイアントスラロ
ーム、スラローム

■ＯＨＫ杯スキー大会
　�/��  真庭市  �位　■西日本小学生
スキー大会　�/��～��　
鳥取県　�戦目�位　�戦目�位　
�山田悠生（下方）
永田春樹（樫東）、緒形沙耶（湯原温泉）

■第��回全国高等学校剣道選抜大会  �/��～��　愛知県
　■同大会地区予選会　�/��　岡山市
　優勝　興譲館高等学校-
　　　　　　　　　　　大月康平（本郷）�
■第��回全国高等学校選抜レスリング大会
　�/��～��　新潟県
　■同大会中国地区予選会   �/�   岡山市

�位　おかやま山陽高等学校-
�美甘海音（蒜山下和）

■第��回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ春季水泳競技
　�/��～��　東京都
　■標準記録突破により出場
　写真左から：市有優美（台金屋）、谷口葉奈（落合垂水）

　■平成��年度環境おかやま大賞　��/��　岡山市
　　月田コミュニティ協議会、リサイクルプラザまにわの会
　■岡山県経営革新アワード　�/��　岡山市　優秀賞　
　　サンソーイング（上水田）
　■平成��年岡山県広報コンクール　�/�
　　広報紙（市部）　特選　広報真庭��月号
　　組み写真の部　特選　広報真庭��月号
　■高校生プレゼンテーションコンテスト　�/�　岡山市
　　最優秀賞　楢本裕二（西河内）



■平成��年度全国中学校体育大会　�/�～�　青森県
　■第��回岡山県中学校総合体育大会兼平成��年度
　岡山県中学校スキー選手権大会　�/�～�　鳥取県

　写真左上から：女子クロスカントリー�㎞
　（クラシカル優勝、フリー優勝）立田詩乃（蒜山上福田）
　（クラシカル�位、フリー�位）本守彩音（蒜山下徳山）
　（クラシカル�位、フリー�位）真田夏海（蒜山西茅部）
　（クラシカル�位、フリー�位）原田実和（蒜山上福田）
　（クラシカル�位、フリー�位）小谷貴子（湯原温泉）

　写真左から：男子クロスカントリー�㎞
　（フリー優勝、クラシカル優勝）湯栗健太（蒜山湯船）
　（フリー�位、クラシカル�位）杉村亮祐（蒜山下徳山）

　

　写真左から：アルペン種目
　（男子ジャイアントスラローム優勝、スラローム優勝）　
永田春樹（樫東）、男子ジャイアントスラローム　�位

　行田駿汰（蒜山下福田）

��� Maniwa

高齢者叙勲

　

　写真左から：アルペン種目
　（女子ジャイアントスラローム・女子スラローム）  優勝
　緒形沙耶（湯原温泉）、女子ジャイアントスラロー ム・女
子スラロー ム　優勝　山田夏未（下方）

■平成��年度全国高等学校体育大会・第��回全国高等学校
スキー大会　�/�～�　青森県

　■第��回県高校総合体育大会兼第��回全国高等学校スキ
　ー大会県予選会　�/�～�　鳥取県

　写真左上から：
　男子クロスカントリー��㎞
　（フリー優勝、クラシカル優勝）杉村柊哉（蒜山下徳山）
　（フリー�位、クラシカル�位）進賀涼平（蒜山上長田）
　（フリー�位、クラシカル�位）林　雅人（蒜山下長田）
　（フリー�位、クラシカル�位）本守冬也（蒜山下徳山）
　（フリー�位、クラシカル�位）立田康樹（蒜山上福田）

■第��回ＭＯＡ美術館児童作品展　�/�
　静岡県　ボーイ ス カ ウ ト日本連盟理事長賞
　■第��回ＭＯＡ美術館津山児童作品展
　��/��　津山市　奨励賞
　　　　　　　　　　　秋元千歩（勝山）�

■第��回全国高等学校選抜スキー大会  �/��～��　長野県
　■国体出場により参加
　男子クロスカントリー（フリー）
　進賀涼平（蒜山上長田）、立田康樹（蒜山上福田）
　杉村柊哉（蒜山下徳山）、本守冬也（蒜山下徳山）

叙勲を受けられた方をご紹介します。
おめでとうございます。

元久世町立久世中学校長

山田重和さん（多田）�����
昭和��年美和村立美和中学
校勤務を命ぜられて以来、
昭和��年の久世中学校退職
まで、教育全般に尽力され
ました。特に有隣中学校の
統合の際、地域と学校をつ
なぐ重要な役割などを果た
されました。

故人に叙位・叙勲
●従六位
　高峰正旗さん（落合垂水） ��歳
　元落合町立美川小学校校長（平成��年��月��日逝去）

●正六位
　山本　潔さん（下呰部） ��歳
　元北房町立中津井小学校校長（平成��年�月��日逝去）

●旭日単光章
　岡本源二さん（下市瀬） ��歳
　元落合町議（平成��年�月��日逝去）



白熱した試合を繰り広げる子どもたち

　

�
月　

日
、
白
梅
総
合
体
育
館
で
、
第

��

�
回
真
庭
市
親
睦
ま
に
わ
合
戦
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
に
わ
合
戦
は
、
真
庭
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
が
考
案
し
た
雪
合
戦

に
似
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、
相
手
を
全

滅
さ
せ
る
か
、
相
手
陣
地
に
あ
る
旗
を
取

る
と
勝
ち
と
な
り
ま
す
。
玉
入
れ
用
の
軟

ら
か
い
玉
を
使
う
な
ど
、
安
全
面
に
も
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
会
は
小
学

生
の
部
に　

チ
ー
ム
、
一
般
の
部
に
�
チ

��

ー
ム
が
参
加
し
、
約
�
�
�
人
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

敵
陣
向
か
っ
て
い
ざ
出
陣

親
睦
ま
に
わ
合
戦

Maniwa ��

　

早
春
の
勝
山
を
彩
る
風
物
詩
、
勝
山
の
お
雛
ま
つ

り
が
�
月　

日
〜
�
月
�
日
ま
で
、
勝
山
町
並
み
保

��

存
地
区
一
帯
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
で　

回
目
を

��

迎
え
、
お
よ
そ
�
�
�
軒
の
民
家
や
商
店
に
代
々
受

け
継
が
れ
て
き
た
雛
人
形
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
手
作

り
雛
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
雛
人
形
の
そ
ば
で
地
区
の

住
民
が
お
茶
や
お
し
ゃ
べ
り
で
温
か
く
お
も
て
な

し
。
県
内
外
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、
お
も
て

な
し
の
心
を
感
じ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
勝
山
の
町
並

み
を
散
策
し
て
い
ま
し
た
。

協力してエコストーブを作る参加者

　

�
月　

日
、
デ
イ
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
駐

��

車
場
を
会
場
に
、
下
市
瀬
地
区
防
災
講
習

会
に
併
せ
て
、
災
害
時
の
避
難
所
な
ど
の

運
営
に
役
立
つ
エ
コ
ス
ト
ー
ブ
作
成
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
県
の
倶
楽

部
里
山 
木  
族 
か
ら
講
師
を
招
き
、
油
が
入

き 

ぞ
く

っ
て
い
た
空
き
ペ
ー
ル
缶
を
使
っ
た
エ
コ

ス
ト
ー
ブ
の
作
り
方
を
、
参
加
者
は
協
力

し
合
い
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
こ
の
エ
コ

ス
ト
ー
ブ
は
、木
材
を
燃
料
と
す
る
た
め
、

電
気
や
ガ
ス
が
使
え
な
い
場
合
も
、
炊
き

出
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
し
も
の
と
き
に
備
え
て

エ 
コ 
ス
ト
ー
ブ
作
成
講
習
会

おもてなしの心を込めておもてなしの心を込めて
　勝山のお雛まつり勝山のお雛まつり

前夜祭でライトアップされ
た雛人形

鮮やかなのれんの前に飾
られた雛人形を見る子ども

お雛さまの前で
ハイチーズ

飾られた雛人形の説明を受ける観光客
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや振興局から寄せられた情報で作成していきます

　

蒜
山
高
校
で
�
月
�
日
、
最
後
の
卒
業

式
に
合
わ
せ
て
閉
校
記
念
式
が
開
か
れ
ま

し
た
。
式
の
終
わ
り
に
は
校
旗
が
収
納
さ

れ
、
昭
和　

年
の
開
校
以
来
�
�
�
�
人

��

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
た
同
校
の
閉

校
を
惜
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
�
月　

日
��

〜
�
月
�
日
ま
で
の
期
間
に
は
回
顧
展
が

開
か
れ
、
開
校
当
時
の
写
真
を
は
じ
め
、

学
校
行
事
や
部
活
動
の
成
果
な
ど
を
ま
と

め
た
記
事
や
資
料
が
並
び
ま
し
た
。
会
場

を
訪
れ
た
同
窓
生
ら
は
、
懐
か
し
い
青
春

時
代
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

蒜山高校の校旗を収納する卒業生代表

　　 交流・連携を誓い杯を交わす

ひるぜんジンギ 好 会と北海
す

道名寄市の「第���なよろ煮

込みジンギス艦隊」が「兄

弟ジンギの契り」を交わし

ました。ジンギスカンでま

ちおこしを進める両団体

は、人的交流などで連携を

図っていきます。

�/��

　　 仕事に前向きに取り組む秘訣伝授

真庭法人会の講演会が久世

エスパスホールで開かれ、

三重県の㈲クロフネカンパ

ニーの代表取締役・中村文

昭さんが、会社に行くこと

が面白く、人を喜ばせるこ

とが楽しくなる秘訣を話し

ました。

�/�

　　 いくつになっても美しく

戸田たけ子さん（黒田）が

� 月 � 日に百歳を迎えられ、

お祝いをしました。草花の

栽培が一番の楽しみという

戸田さん。今も美容には気

を付けられたり、服やお金

の管理を自分でされたりし

ているとのことです。

�/�

　　 目も耳も口も元気です

坂本數江さん（黒田）が� 月 

�日に百歳を迎えられ、お

祝いをしました。趣味で始

めた御殿まりの作り方は、

しっかり覚えているとのこ

と。長寿の秘訣は、よく食

べ、よく寝て、好きなこと

を楽しむことだそうです。

�/�

　　 粒の大きさや色付きを審査

湯原地区特産の青大豆（キ

ヨミドリ）の品評会が湯原

支局で行われました。昨年

秋に収穫された青大豆を��

人が出品。真庭農業普及セ

ンター所長など�人の審査

員が粒の大きさや色付きな

どを審査しました。

�/�

�

年
の
歴
史
に
ピ 
リ
オ
ド

��

蒜
山
高
校
閉
校
式

　

�
月
�
日
、
第　

回
無
火
災
ま
ち
づ
く

��

り
駅
伝
大
会
が
久
世
地
域
で
開
か
れ
、　

��

チ
ー
ム
、約
�
�
�
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
�
区
間
、�
・
�
㌔ 
を
「
無
火

災
」
と
書
か
れ
た
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
力

走
。
沿
道
で
は
地
元
の
人
た
ち
が
声
援
を

送
っ
て
選
手
を
後
押
し
し
ま
し
た
。
こ
の

駅
伝
は
、
火
災
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
真
庭
市
消
防
団
久
世
方
面

隊
が
開
催
。
今
後
は
消
防
団
と
し
て
の
訓

練
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
今
回
が
最
後
の

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
人
が
ラ
ス
ト
ラ
ン

無
火
災
ま
ち
づ
く
り
駅
伝

晴天の下、勢いよくスタートする選手たち
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広
報
真
庭   
●
月
号

　����

が�

編
集
後
記�

伝統てまりに現代感覚を加えて創作した
てまりの作品展。軒先につるされたてま
りや宿場桜など、屋外でも色とりどりの
春を感じることができます。

�����������	

◯日   �月��日�～��日�
◯場   美甘コミュニティ
　  センター
◯問   美甘てまり同好会
　  ℡���-����-����

各所に置かれたスタンプを��個集めれば、
プレゼントが当たるくじ引きに参加できま
す。春風に揺れるのれんを楽しみながら、
町並み散策はいかがでしょう。

��������	


◯日   �月��日� 
　  ��：��～��：��
◯場   勝山町並み保存地区
◯問   かつやま町並み保存
　  事業を応援する会
　  ℡����-��-����

明治��年建築の木造校舎で、昔懐かしい
学校給食を食べることができます。学生
服やセーラー服に身を包んでタイムスリ
ップ。同窓会にもお勧めです。

��������	
名物の「昔そばきり」をはじめ、「みそだ
んご」「たかきびぜんざい」などを地元
の味を楽しむことができます。この時期
に咲くシャクナゲも見事です。

�������

◯日   �月��日�
　  　～�月�日�
◯場   普門寺周辺（田原山上）

◯問   普門寺
　  ℡����-��-����

桜
が
咲
き
誇
り
、
緑
が
色
付
き
始
め
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

春
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
各
地
の
催
し
を
ぶ
ら
り
散
策
す
る
の
も
い
い
も
の
で
す
。

こ
の
春
は
、
の
ん
び
り
、
じ
っ
く
り
真
庭
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

��
��
��
��
��
��
�
�

　

平
成　

年
�
月
の
完
成
か
ら　

年
。

��

��

�
月
に
行
わ
れ
た
真
庭
産
業
団
地
（
全

　

区
画
）
の
立
地
協
定
式
に
よ
り
、
北

��区
域
の
区
画
は
す
べ
て
が
分
譲
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
残
る
は
南
区
域
の　
��

区
画
�
・
�
㌶
。こ
の
�
年
間
で
立
地
決

定
や
既
に
操
業
し
て
い
る
企
業
は
�
社

で
す
。
交
通
の
利
便
性
や
災
害
が
少
な

い
こ
と
な
ど
が
立
地
の
理
由
で
す
が
、

何
よ
り
も
人
情
味
溢
れ
る
地
域
性
が
評

価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

小
山

　

真
庭
市
に
新
し
い
お
土
産
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
名
も
Ｃ
Ｌ
Ｔ
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
。商
品
発
表
の
取
材
に
お
邪
魔
し
て
、

試
食
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
真
庭

の
特
産
品
を
練
り
込
ん
だ
�
つ
の
味
が

一
つ
の
箱
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と

あ
っ
て
、
お
得
感
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ

も
お
い
し
い
の
で
す
が
、
青
大
豆
味
と

紅
茶
味
が
僕
は
お
ス
ス
メ
で
す
。
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
召
し
上
が
っ
て
み
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

横
山

　
　

周
年
記
念
式
典
の
会
場
で
、
真
庭

��
の
「
人
」
展
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
写
真

が
ず
ら
り
。
と
て
も
い
い
表
情
が
並
ん

で
い
て「
広
報
紙
で
使
い
た
い
な
あ
」と

た
め
息
が
出
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

皆
さ
ん
、
そ
の
腕
を
広
報
真
庭
へ
の
投

稿
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
お
便

り
と
一
緒
に
。
ち
な
み
に
�
月
号
の
テ

ー
マ
は
「
挑
戦
」
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　
 

江
崎

◯日   �月～�月の
　  土・日・祝日 （要予約）
◯場   旧遷喬尋常小学校
◯問   真庭エスパス文化振興財団振興財団
　  ℡����-��-����
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